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Abstract: Interlanguage-links (ILLs) among Wikipedias are one of important multilingual re-
sources. In this paper, we describe (1) an analysis results of ILLs among Chinese, Japanese, Korean,
and English (CJKE) Wikipedias, (2) evaluation results of ILLs using traditional dictionaries, (3)
hierarchic analysis about Category-links of Wikipedias, (4) our cross-lingual keyword navigation
system using ILLs.

1 はじめに

ウェブ上のコンテンツは，母国語が異なる様々な利用
者によって作成されている．その為，ウェブ上のコンテン
ツで使用されている言語は多様化しており，Wikipedia
によれば，ウェブ上のコンテンツは，英語 56.4%，ド
イツ語 7.7%，フランス語 5.6%，日本語 4.9%で，75以
上の言語が使用されていると言われている1．しかし，
現在，検索エンジンなどを用いたウェブへのアクセス
では，利用者の母国語や習得言語などを用いた，キー
ワード入力しか行われず，全てのコンテンツにアクセ
ス出来ていない現状がある．
本研究では，このような多言語情報へのアクセス支援

という課題に対して，Wikipediaの言語間リンクを利用
した多言語対訳システムを構築し，さらに，得られる訳
語数や，訳語の質を調査する為に，Wikipediaの言語間
リンクの詳細な分析を行った．また，本研究では，多言
語情報へのアクセス支援という課題に対し，Wikipedia
を多言語情報資源として用いる為，Wikipeidaの各言
語版がどのように異なっているのか知る必要がある．そ
の手がかりになる調査として，本研究では，Wikipedia

1http://en.wikipedia.org/wiki/World Wide Web#Statistics

のカテゴリに関する分析を行い，カテゴリ階層の深さ
などの，言語毎での違いを明らかにした．
本論文の構成は次の通りである，2では，Wikipedia

の関連研究を紹介する．3では， Wikipediaの言語間
リンクの分析について述べる．4では，Wikipediaのカ
テゴリリンクの分析について述べる．5では， 言語間
リンクを用いた多言語対訳システムについて述べる．6
では，考察を述べる．7では， まとめと今後の課題に
ついて述べる．

2 Wikipediaに関する研究

Wikipediaに関する研究には主に，情報利用・教育
に関する研究，自然言語処理に関する研究，Wikipedia
のコミュニティを分析した研究がある．以下に，いく
つかの研究と，本研究との関連を示す．

2.1 情報利用・教育に関する研究

Wikipediaをオントロジ構築に活用する研究に，中山
による ‘Wikipediaマイニングによる大規模Webオント
ロジの実現’[1]，Syedらの ‘Wikipedia as an Ontology
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for Describing Documents’[2]がある．また，Cuiらの
オントロジ構築に向けたコーパス作成にWikipediaを
利用した研究 [3]や，Wikipediaを用いたオントロジの
評価に関する研究 [4]がある．Milneは，Wikipediaを
用いて意味的関連性 (Semantic Relatedness)を計算す
る為の手法 ‘Wikipedia Link Vector Model（WLVM）’
を提案した [5]．この他に，情報利用に関する研究とし
て，Wikipediaの情報と地図情報を，タッチパネルを
用いて連動させる試み [6]がある．教育に関するテーマ
では，オンライン教育ツールとしての利用提案 [7, 8, 9]
がある．
このように，Wikipediaは知識抽出分野で資源とし

て注目を集めており，オンライン百科事典という本来
の利用法とは異なる応用が成されている．一方で，教育
現場にWikipediaという新しい形態のオンラインツー
ルを如何に取り込んでいくかといった，Wikipediaそ
のものを活用する取り組みもある．

2.2 Wikipediaを用いた自然言語処理研究

固有表現辞書の構築や維持には，時間と労力がかか
る．その為，従来からブートストラップ手法などを用
いた，大量のテキストから自動的に辞書を構築する研
究 [10]が行われてきた．Kazamaらは，Wikipediaの
記事の定義文を用いて，ある単語に関する上位語を返
す辞書を構築し，用いることで，英語の固有表現認識
の精度が向上することを示した [11]．この他に，Iftene
らの，Wikipediaを用いた固有表現の特定に関する研
究 [12]や，固有表現の曖昧性解消の為にWikipediaを
用いた研究 [13]がある．

Wikipediaを質問応答システムに利用するタスク [14]
が存在する．質問応答システムは，ユーザが日常使っ
ている言葉を用いて，情報検索などを利用できるよう
にするシステムであり，Sigurbjornssonらは，多言語
情報検索の評価用資源として，Wikipediaが有用な事
が，今後示されて行くと述べている [15]．

Wikipediaのリンク分析によって，類似記事を特定
する研究 [16]がある．また，この研究を多言語に応用
し，パラレルコーパスを構築する研究 [17]がある．こ
のように，類似記事や対訳関係の抽出にWikipediaの
リンク情報が用いられている，また，同様にリンク分
析から同義語を抽出する研究 [18]もある．

Wikipediaのような大規模かつ無償利用可能なデー
タ資源の登場は，自然言語処理の分野において，従来
手法の精度改善や，大規模な対訳コーパスの獲得など，
変化をもたらしている．

2.3 Wikipediaコミュニティの分析研究

Viegasらは，コミュニティの発展を理解する上で，編
集履歴が重要であるとし，‘History Flow’と呼ばれる履
歴情報の可視化・分析ツールを開発した [19]．また，統
計情報の分析では，Vossの，1記事あたりの編著者数，1
著者あたりの編集記事数などの分析 [20]や，Almeidaら
の分析 [21]，Geserによる多言語での時系列分析 [22]，
Francesco らの，‘HITS’ と ‘PageRank’ を用いた分析
[23]がある．Zeschらは，従来のセマンティックネット
ワークのグラフ理論による分析手法を，Wikipediaの
カテゴリグラフ (WCG)に適用し，自然言語処理への
応用を提案した [24]．Ciffolilli は，仮想コミュニティ
としてWikipediaを考察し，落書き投稿対策と，Wiki
による編集コスト低減が，Wikipediaがコミュニティ
として成功した要因であると述べた [25]．このように，
Wikipediaは，Wikiによって発展し成功したが，その
一方で，画像リソースに関する作業環境は，提供され
ておらず，画像の版管理ができないといった指摘 [26]
もある．Hollowayらは，英語版Wikipediaの上位 2階
層のカテゴリマップを作成し，Britannica，Microsoft
Encartaと比較した [27]．地理に関するカテゴリでは，
Wikipediaが 46に対し，Britanicaが 12，Encartaが
13，歴史のカテゴリについては，Wikipedia の 20 に
対し，Britanica が 4，Encarta が 10 と，数において
はWikipediaが豊富であり，Wikipediaの優位性が確
認されている．Ortega らは，従来の研究に見られた
Wikipediaに関する統計情報抽出や，グラフ生成，定
量的結果を全てのWikipediaの言語版で得られるように
するPythonスクリプト，‘WikiXRay’を開発した [28]．

Wikipediaの研究では，このような分析を通して，コ
ミュニティ活動を理解する研究や，それらの分析を支
えるツールの開発が進んでいる．

2.4 本研究との関連

Wikipediaに関する研究は，多岐に渡っており，本研
究と技術的に関連するものは少ない．対訳のテーマに
関しては，パラレルコーパスの構築に関する研究 [17]
が近いが，研究としては技術も，目的も異なっている．
可視化のテーマに関しては，Viegasらが開発した編集
履歴の可視化ツール ‘History Flow’[19]や，Andrewに
よる同義語の可視化ツール ‘Synarcher’[18]が関連する
が，可視化の対象が異なっている．分析に関しては，
Wikipediaのリンク構造や，編集履歴を用いたコミュ
ニティ分析 [27]が行われており，Wikipediaのコミュ
ニティ活動を理解しようとする動きが見られる．しか
しながら，本研究における言語間リンクに限った詳細
な調査や，言語間でのカテゴリ分析などは，行われて
いない．



図 1: 言語間リンク（日本語版Wikipedia‘イヌ’のペー
ジ）

表 1: 言語間リンクを持つ項目数

項目数
(言語間リンク有りの項目)

全言語を対象とする
言語間リンク数

英
5,836,167

(895,235 (15%)) 4,072,516

日
808,514

(211,390 (26%)) 2,050,491

中
352,533

(122,226 (35%)) 1,536,757

韓
93,850

(54,797 (58%)) 1,061,280

Wikipediaの記事は，無数のオンラインユーザによっ
て日々メンテナンスされており，オンラインコミュニ
ティにおける多数決による，その時点での合意である．
その為，専門家によって，種類や内容が吟味される市
販の辞書とは様々な面で異なる．このような背景から，
Wikipediaの記事の量や品質を知る為にも，また，本
研究のように，Wikipediaを用いて対訳システムを構
築する為にも，Wikipediaを分析し，その特性を理解
する事は重要となる．

3 Wikipediaの言語間リンクの分析

　Wikipediaの編著者は，各項目のページ内に，他
の言語版Wikipediaの同一項目へのリンク（言語間リ
ンク）を設定できる．利用者は，言語間リンクを辿る
ことで，他の言語版の同一項目のページを見ることが
できる．図 1に，Wikipediaのページに表示された実
際の言語間リンクを示す．本研究では，これらの言語
間リンクをWikipediaのデータから抽出し，対訳情報

表 2: 言語間リンクの各パターン数

パターン
A B C D E

英
7,099

(2.08%)

9,200

(2.70%)

317,971

(93.23%)
331

(0.10%)
6446

(1.89%)

日
14,508

(4.79%)

4,697

(1.55%)

278,281

(91.85%)
271

(0.09%)

5,208

(1.72%)

中
16,356

(7.88%)

3,303

(1.59%)

183,958

(88.68%)

1,605

(0.77%)

2,218

(1.07%)

韓
3,517

(2.87%)
661

(0.54%)

114,910

(93.84%)
435

(0.36%)

2,934

(2.40%)

として用いた多言語対訳システムを構築する．
本節では，(1) 使用したWikipediaのデータ，(2) 言

語間リンクの接続パタン，(3) 既存の対訳辞書を用いた
言語間リンクの評価について述べる．

3.1 使用したWikipediaデータ

表 1に，日本語版 (2007年 10月 13日)，中国語版
(2007年 10月 14日)，韓国語版 (2007年 10月 11日)，
英語版 (2007年 10月 18日)から取得した項目数およ
び，全言語を対象とした言語間リンク数を示す．表で示
した言語間リンク数から，言語間リンクを用いて，約
100万から 400万の訳語が得られる見込みがある事が
わかる．

3.2 言語間リンクの接続パタン

我々は，言語間リンクの接続状態を，以下に示す 5
パタンに分類し，92%が相互リンクである事を示した
[29]．この結果から，Wikipediaの各言語の項目間は相
互に接続し合っており，多言語で対訳抽出可能な状況
にある事が確認できた．この為，多言語情報へのアク
セス支援に対し，言語間リンクを用いた対訳抽出が利
用可能である事がわかる．
以下に，言語間リンクの各パタンの説明を示す．

Pattern A (単方向リンク) Pattern Aは言語Aから
言語 Bへの一方通行の状態である．

Pattern B (三角リンク) Pattern Bは言語 Aと言語
Bの接続先が一致しない状態である．

Pattern C (相互リンク) Pattern Cは言語 Aと言語
Bの接続先が一致し，互いに対訳が抽出可能な状
態である．

Pattern D (無効リンク) Pattern Dは言語Aから言
語 Bへのリンクを持つが，言語 Bからは言語 A
の存在しない項目へリンクしている状態である．

Pattern E (ミスリンク) Pattern Eは言語 Aから言
語 Bの存在しない項目へリンクしている状態で
ある．



3.3 既存の対訳辞書を用いた訳語の評価

我々は，言語間リンクを持つWikipediaの項目を無
作為に 200件選び，言語間リンクによる訳語を既存の
対訳辞書を用いて評価し，辞書と訳語が一致，辞書と
訳語が不一致，辞書未登録語に分類した [29]．表 3に
結果を示す，200件中，日英では 149件，日中では 170
件，中韓では，189件が辞書に登録されていないもの
であり，言語間リンクを用いて，辞書に無い多くの訳
語が得られることを示した．この結果より，ウェブ検
索のような，新しいキーワードへの対応が必要な分野
についても，言語間リンクを用いて，多言語アクセス
支援が可能である事がわかる．

表 3: 対訳辞書を用いた訳語の評価

未登録語 訳語一致 訳語不一致
日 ⇔ 英 149 (74.5%) 42 (21.0%) 9 (4.5%)
日 ⇔ 中 170 (85.0%) 21 (10.5%) 9 (4.5%)
中 ⇔ 韓 189 (94.5%) 11 (5.5%) 0 (0.0%)

図 2: 言語毎の分類粒度の違い ‘クジラ’の例

4 カテゴリリンクの分析

Wikipediaの特徴の一つであるカテゴリ (Category)
は，MediaWikiの機能の一つであり，自動的に索引を生
成する機能である．Wikipediaの編著者は, 各記事の本
文内に，‘[[Category:動物]]’のようにカテゴリリンクを
記述することで，編集対象の記事に対して，Wikipedia
内に存在する任意のカテゴリを設定できる．例として，
‘クジラ’には，‘日本の文化’，‘日本の神’，‘神道’，‘水
産業’，‘民間信仰’，‘クジラ’ のカテゴリが設定されて
おり，様々な観点で分類されている事がわかる．一方，
英語版Wikipediaの ‘Whale’，中国語版Wikipediaの
‘鯨’では，それぞれ，‘Cataceans（クジラ目)’，‘鯨目’
のみであった．分類の違いは，各言語における観点の
違いによっても生じ得るが，図 2のように，カテゴリ
階層の違いによっても起きる．図に示した通り，日本
語版の ‘クジラ’は，英語版，中国語版のように，直接

表 4: カテゴリ数の割合（日中英韓）

カテゴリ数
(カテゴリの割合) カテゴリを含む全記事数

日 49,266（5.1%) 957,769
中 38,643（8.7%) 444,152
英 365,210（5.2%) 6,996,745
韓 26,538（18.9%) 140,454

‘クジラ目’には属しておらず，英語版，中国語版には
存在しないサブカテゴリ ‘クジラ’に属している．この
ような，言語間における分類の粒度の違いや，カテゴ
リの設定状況の違いを明らかにする為に，本研究では
基礎的な調査を行った．
本節では，(1)使用したWikipediaデータ，(2)Wikipedia

のカテゴリ階層，(3)最短経路によるツリー構造への変
換，(4)カテゴリ階層の調査，(5)言語間リンクに関す
る調査について述べる．

4.1 使用したWikipediaデータ

本調査では，日本語版 (2008年 6月 7日), 中国語版
(2008年 6月 20日), 韓国語版 (2008年 6月 18日), 英
語版 (2008年 5月 24日) のWikipediaのダンプデータ
を用いた．各言語版毎のカテゴリ数と，全記事中にお
ける割合を，表 4に示す，カテゴリ数は，英語版，日本
語版，中国語版，韓国語版の順に多く，記事量に比例
する傾向が見られる．また，割合は 4言語中 3言語が，
5%～8%台だが，記事量の少ない韓国語版のみ 18.9%と
高く，記事量に対してカテゴリ数が多い事がわかる．

4.2 Wikipediaのカテゴリ階層

Wikipediaでは，カテゴリ自体にも，カテゴリを設定
できる．例として，‘日本の俳優’には，‘日本の芸能人’，
‘各国の俳優’，‘日本の映画’が設定されている．各カテ
ゴリのページでは，それぞれ記事の一覧と，サブカテゴ
リの一覧を見ることができる．このように，Wikipedia
のカテゴリリンクは，記事とカテゴリ間だけでなく，カ
テゴリとカテゴリ間を接続しており，Wikipediaのカ
テゴリは階層構造を形成している．
日本語版Wikipediaのカテゴリの上位 2階層を，表 7

に示す．最上位の ‘主要カテゴリ’の直下にあるサブカテ
ゴリは，9カテゴリである．また，英語版Wikipediaの
カテゴリの上位 2階層を，表 8に示す．最上位の ‘Con-
tents’の直下にあるサブカテゴリは，12カテゴリである．
このように，Wikipediaのカテゴリ構成は，Wikipedia
の各言語版毎に異なっている．



Wikipediaのカテゴリは，Hollowayらによって，ネッ
トワーク分析ツール Pajek2を用いた可視化の研究 [27]
が行われおり，Zeschらの研究 [24]によって，スケールフ
リー性，スモールワールド性があること，他のWordNet
3 や Roget’s Thesaurus 4などのセマンティックネット
ワークと類似している事などが確認されている．また，
Zeschらによれば，Wikipediaのカテゴリ構造は，分類
学のように厳密に整っておらず，カテゴリ間をループ
するパタンや，孤立するカテゴリがあるとされている
が，稀なケースであるとしている．本調査では，言語
間でのカテゴリ階層の比較を容易にする為に，次に述
べる最短経路法によって，Wikipediaの複雑なカテゴ
リネットワークを，ツリー構造に変換する．

4.3 最短経路によるツリー構造への変換

Wikipediaのカテゴリは複数の親カテゴリを持つこ
とができる為，各カテゴリについて，トップカテゴリ
（日本語版では ‘主要カテゴリ’）からの深さを単純に求
める事ができない．図 3にカテゴリリンクの概念図を
示す，図の構成では，トップカテゴリの直下に，カテゴ
リ A，Bがあり，カテゴリ Aの子カテゴリとして，カ
テゴリCがある，また，カテゴリCとBの子カテゴリ
としてカテゴリ Dがある．この場合，トップカテゴリ
からカテゴリDに至る経路は，A-C-D，B-Dの 2経路
あり，それぞれ，トップカテゴリからの深さが，3，2
と異なってしまう．本調査では，各カテゴリについて，
図 4のように，トップカテゴリまでの経路が最短とな
る親カテゴリを選択する事で，ツリー構造を構築した．

図 3: Wikipediaのカ
テゴリリンク (矢印の
方向はカテゴリリンク
の方向を示す）

　

図 4: ツリー構造への
変換 (矢印の方向はカ
テゴリリンクの方向を
示す）

2http://vlado.fmf.uni-lj.si/pub/networks/pajek/
3http://wordnet.princeton.edu/
4http://en.wikipedia.org/wiki/Rogetś Thesaurus

表 6: 日本語版Wikipediaにおけるカテゴリの言語間
リンク保有率（階層別)

階層
カテゴリ数 (%)

言語間リンクあり 総カテゴリ数
1 9（100%) 9
2 203（78.4%) 259
3 1,430（68.5%) 2,089
4 4,600（67.5%) 6,813
5 8,027（64.7%) 12,399
6 5,404（47.9%) 11,275
7 2,130（36.8%) 5,787
8 650（18.9%) 3,448
9 32（13.9%) 230

10 43（86.0%) 50

4.4 カテゴリ階層の調査

各言語，各階層毎にカテゴリ数を集計した結果を，
表 5に示す．日本語版ではカテゴリの深さは最大で 10
階層，中国語版では 14階層，英語版では 17階層，韓
国語版では 14階層となり，また，日本語版，中国語版
では 5階層目，英語版，韓国語版では 6階層目に位置
するカテゴリの数が最も多い事がわかった．
このように，Wikipediaのカテゴリ階層は，言語毎

に深さは異なるが，5 階層目，6 階層目に位置するカ
テゴリが，言語に依らず最も多い事がわかった．次に，
各階層毎にどのようなカテゴリが存在するのか調査を
行った．表 9に，カテゴリ ‘人間’についてのサブカテ
ゴリの例を階層別に示す．今回の調査では，カテゴリ
‘人間’については，上位 7階層までは種類が豊富だが，
8階層目以降は，ほぼ (9階層目は全て）野球選手名に
関するカテゴリであり，10階層目に位置するものは存
在しなかった．
尚，日本語版における最も深い階層である，10階層

目に位置するカテゴリは，50件中 45件が，‘ヒバリ科’，
‘エナガ科’，‘メジロ科’などの鳥に関するカテゴリであ
り，他 5件は，‘佐川急便大阪 SCの選手’，‘佐川急便東
京 SCの選手’，‘SC鳥取の選手’，‘バンディオンセ神戸
の選手’，‘NBAファイナル’など，サッカー，バスケッ
トボールなどスポーツ関連のカテゴリであった．

4.5 言語間リンクに関する調査

日本語版Wikipediaのカテゴリについて，言語間リ
ンクの保有率を各階層別に調査した（表 6)．表で示し
た結果より，上位階層から下位階層にかけて，言語間
リンクの保有率が減少している事がわかる．（10階層目
を除く）この結果より，下位の階層になるにつれて，言
語間リンクを用いた対訳抽出率が低下していく事が明
らかとなった。



表 5: カテゴリ階層（日中英韓）

階層

カテゴリ数

(日)
カテゴリ数

(中)
カテゴリ数

(英)
カテゴリ数

(韓)
0 1 (0.0%) 1 (0.0%) 1 (0.0%) 1 (0.0%)
1 9 (0.0%) 15 (0.1%) 12 (0.0%) 3 (0.0%)
2 259 (0.6%) 365 (1.6%) 162 (0.1%) 26 (0.2%)
3 2,089 (4.9%) 1,913 (8.3%) 2,331 (0.9%) 102 (0.9%)
4 6,813 (16.1%) 4,488 (19.4%) 8,929 (3.3%) 367 (3.4%)
5 12,399 (29.3%) 8,258 (35.7%) 31,418 (11.6%) 991 (9.2%)
6 11,275 (26.6%) 4,607 (19.9%) 67,403 (25.0%) 6,290 (58.3%)
7 5,787 (13.7%) 2,346 (10.1%) 75,246 (27.9%) 890 (8.2%)
8 3,448 (8.1%) 976 (4.2%) 51,039 (18.9%) 950 (8.8%)
9 230 (0.5%) 117 (0.5%) 23,368 (8.6%) 676 (6.3%)

10 50 (0.1%) 27(0.1%) 6,206 (2.3%) 351 (3.3%)
11 - 11 (0.0%) 1,179 (0.4%) 152 (1.4%)
12 - 3 (0.0%) 1,002 (0.4%) 10 (0.1%)
13 - 4 (0.0%) 1,111 (0.4%) 2 (0.0%)
14 - 4 (0.0%) 572 (0.2%) 2 (0.0%)
15 - - 327 (0.1%) -
16 - - 21 (0.0%) -
17 - - 27 (0.0%) -

図 5: 言 語 間 リ ン ク 可 視 化 シ ス テ ム
（http://arai.cdl.im.dendai.ac.jp/）

5 キーワードの多言語対訳システム

5.1 言語間リンクの可視化システム

Wikipediaの言語間リンクを可視化するシステムを
構築した5．図 5にシステムの画面を示す．本システム
では，利用者が入力したキーワードに関する関連語や，
カテゴリ，他の言語への対訳を得られる他，言語間リ
ンクによる，言語間の接続状態を視覚的に確認できる．
図の例では， ‘ワイン’を入力語とし，‘Wine’などの

訳語が得られた他，‘赤ワイン’，‘白ワイン’，‘葡萄酒’
など，同義語を含む関連語を得ている．また，‘ワイン’
は，日本語版では，‘調味料’，‘果実酒’のカテゴリに属
しているが，中国語版では，日本語版で ‘酒’，‘発酵食
品’，‘ワイン’にあたるカテゴリに属している事なども
わかる．

5.2 言語間リンクの多言語ウェブ検索への
応用

前節で述べた，キーワードの多言語対訳と，機械翻
訳サービスを連携させる事で，多言語ウェブ検索が可
能になる．図 7に，その模式図を示す．図の例では，日
本語の ‘イルカ’を入力語とし，韓国語，英語，中国語に
それぞれ対訳している．対訳したキーワードを，検索
エンジンへの入力とし，得られた各言語による検索結
果を，機械翻訳エンジンで翻訳する．このような連携
により，多言語検索の結果を日本語で閲覧できる．ま
た，ウェブ検索エンジンにGoogleを用いることで，入

5http://arai.cdl.im.dendai.ac.jp/



図 6: 他 サ ー ビ ス と の マッシュアップ 例
（http://arai.cdl.im.dendai.ac.jp/cgi-bin/ltw.cgi）

力語に関する様々な言語での関連語を見る事ができる．
表 10に実例を示す．日本語版では，防犯製品の ‘どこ
イルカ’や，貸切バス事業者の ‘イルカ交通’などがある．
韓国語版では，‘イルカのオリンピック’といったゲー
ム名，英語版では，‘ドルフィン・フィッシュ’といった
魚の名前など，言語毎に得られるトピックが異なる事
がわかる．

5.3 他のウェブサービスとのマッシュアップ

本節では，Googleや FlickrのようにWebAPIを公
開しているサービスを用いた多言語対訳システムの応
用を示す．WebAPIを用いると，例えば，Flickr上で
検索した場合に得られる画像のURLや，タグ情報，コ
メントなどを得る事ができる．本研究で構築した多言
語対訳の仕組みを用いれば，多言語でキーワードを指
定する事ができ，多言語のコンテンツへのアクセスが
可能となる．図 6に，Googleと Flickrの APIを用い
たシステムを示す．図のシステムでは，画面左上部に
FlickrのWebAPIを用いて，得られた画像を表示して
いる．画面左中央部に，Google検索の結果を表示し，
画面右に，Wikipediaのカテゴリ情報，言語間リンク
での対訳を表示している．

図 7: 多言語検索の模式図 ‘イルカ’の入力例

6 考察

3では，言語間リンクの接続分類を示し，それらの
内訳として 92%が相互リンクである事を述べた．この
ように，言語間リンクは殆どが相互リンクの状態であ
り，対訳辞書構築に利用できる．4では，カテゴリリン
クのネットワークをツリー構造に変換する事で，全て
のカテゴリについて，トップカテゴリからの階層の深
さ一意に求めた．調査では，各言語，各階層毎のカテ
ゴリ数，言語間リンクの保有率を調査した．5では，言
語間リンクを用いて構築した対訳システムを実際に示
した．言語間リンクとカテゴリリンクの可視化により，
与えられたキーワードに対して，対訳を得られるだけ
でなく，言語毎でのカテゴリの違いなどを確認できた．
それらの違いの分析により，言語間での認識の近さを
測る尺度が得られる可能性がある．後半は，検索シス
テムへの応用を示し，機械翻訳サービスと連携した多
言語検索システムを示した．Google検索を用いて得ら
れる関連語は，言語毎に異なり，キーワードに対して，
各言語で異なる関連トピックが得られた．このように，
一般的なウェブ検索への利用のほかに，このような国
ごとの関心の違いを得るような用途に，言語間リンク
を用いた，多言語情報検索が利用可能であることを示
した．
本研究では，多言語情報アクセスという課題に対し

て，Wikipediaの言語間リンクは，ウェブ検索システム
のような豊富なキーワードに対応できる辞書が要求さ
れる分野についても，対訳辞書として用いる事が可能
である事を示した．一方で，Wikipediaは各言語によっ
て，各項目に対するカテゴリ情報などが異なり，本研究
のようなWikipediaを利用する研究では，Wikipedia
の言語毎の特性を，理解しておく必要がある，その為



の調査として，本研究では，カテゴリに関する分析を
行った。

7 おわりに

本稿では， Wikipedia の言語間リンクの分析結果
と，カテゴリリンクに関する調査結果，言語間リンク
を活用したシステムについて示した．今後の課題とし
て，Wikipedia の言語資源としての質を高める為に，
Wikipediaの各言語版で，分野毎の分類の粒度，項目
数，質などを明らかにし，各言語で充実している分野，
そうでない分野を明らかにし，コミュニティーにフィー
ドバックしていく事が挙げられる．
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A 付録

表 7: 日本語版Wikipediaの上位 2階層のカテゴリ

階層 カテゴリ名
0 主要カテゴリ
1
　

総記，学問，技術，自然
社会，地理，人間，文化，歴史

表 8: 英語語版Wikipediaの上位 2階層のカテゴリ

階層 カテゴリ名
0 Contents

1
　　

Articles，Categories，Wikipedia featured content

Image galleries，，Glossaries，Lists，Portals

Timelines，WikiProjects，Wikipedia help

Wikipedia administration，Wikipedians

表 9: カテゴリ ‘人間’のサブカテゴリ例（階層別)

階層 項目名
1 人間
2 生活,人間科学,人物,人体,健康
3 食文化,看護学,大陸別の人物,人体のしくみ,健康法
4 政治家,医学,宗教,教育学,高齢者
5 人権侵害,小児科学,日本人の姓,日本の人物,靴

6

ホラーの登場人物,剣道漫画,ゴルファー,

埼玉県出身の人物,中国の歌手

7

火の鳥,日本のプロ野球界,ユタ州上院議員,

高知県知事,日本の司会者

8

NECレッドロケッツの選手,JBLの選手,

社会人野球,ワシントン・レッドスキンズの選手,

バレーボールアジア選手権

9

アイシンシーホースの選手,

MLBオールスターゲームMVP,

リンク栃木ブレックスの選手,

レラカムイ北海道の選手,

パナソニックトライアンズの選手
10 該当なし

表 10: イルカに関する言語別トピック（日中英韓)

言語 関連語

日本語
　

イルカ水族館，クジラ，イルカ交通
どこイルカ，イルカ イラスト
イルカと泳ぐ，イルカ 写真
白イルカ，イルカなごり雪，イルカ料理

中国語 なし

韓国語
　

ピンクのイルカ，イルカの写真，イルカの音
イルカのオリンピック，イルカの絵
ラワヂイルカ，イルカのチューブ

英語
　

イルカの写真，サメ， ドルフィン・フィッシュ
イルカゲーム，イルカ情報，バンドウイルカ
切り札，シロナガスクジラ


